
　

指
定
の
史
跡
と
し
て
前
回
は
墓
と

塚
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

「
河
内
県
庁
跡
」
と
「
安
中
新
田
会
所

跡
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

河
内
県
庁
は
、
明
治
２
年
（
１
８

６
９
年
）
１
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
た
河
内
県
の
役
所
で
、

同
年
４
月
、
八
尾
御
坊
大
信
寺
（
本

町
４
）
境
内
に
あ
っ
た
対
面
所
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
河
内
県

は
わ
ず
か
８
カ
月
で
堺
県
に
合
併
さ

れ
た
た
め
出
張
所
と
な
り
、
同
年
９

月
に
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）
に
現
在

の
八
尾
高
校
の
前
身
と
な
る
府
立
第

三
尋
常
中
学
校
の
仮
校
舎
が
開
校
し
、

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に
は
河

内
県
庁
跡
と
し
て
大
阪
府
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

安
中
新
田
は
、
宝
永
元
年
（
１
７

０
４
年
）
に
大
和
川
の
洪
水
対
策
と

し
て
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
付
け
替
え

工
事
が
行
わ
れ
、
河
川
だ
っ
た
場
所

が
新
た
に
開
発
さ
れ
た
新
田
で
、
主

に
木
綿
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。市
内
で
は
、安
中
新
田
を
は
じ
め
、

山
本
新
田
な
ど
９

つ
の
新
田
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の

安
中
新
田
の
支
配

人
と
し
て
管
理
を

担
っ
た
の
が
植
田

家
で
し
た
。「
旧

植
田
家
住
宅
」
は
、
安
中
新
田
を
管

理
す
る
た
め
の
「
会
所
」
の
建
物
を

継
承
し
た
も
の
で
す
。
植
田
家
に
残

さ
れ
て
い
た
正
徳
２
年
（
１
７
１
２

年
）の『
安
中
新
田
分ぶ

ん

間け
ん

絵
図
』に「
会

所
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
建
物
が
新
田
の
開
発
当
初

か
ら
会
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

大
和
川
の
付
け
替
え
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
新
田
会
所
の
う
ち
、
中
河

内
地
域
で
建
物
と
共
に
屋
敷
地
が

残
っ
て
い
る
の
は
、
安
中
新
田
と
鴻こ

う
の

池い
け

新
田
（
東
大
阪
市
）
の
み
で
、「
安

中
新
田
会
所
跡
（
支
配
人
宅
跡
）」
と

し
て
市
の
史
跡
（
建
物
は
有
形
文
化

財
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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指
定
文
化
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シ
リ
ー
ズ
〈
史
跡
〉
そ
の
③
〜
県
庁
・
会
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跡
編
〜▲安中新田会所跡旧植田家住宅


